
～ 令和８年　２月　１０日

（対象者数） 　　　　　１４人 （回答者数） 　　　　　１４人

～ 令和８年　２月　７日

（対象者数） 　　　　　　７人 （回答者数） 　　　　　　７人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 今後も継続していく。

2 今後も継続していく。

3 今後も継続していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 PRの充実化。

2
日々の打ち合わせの時間を使って、少しずつ情報共有をして

いく。

3 今後も根気強く探していく。

10代～60代の年代のスタッフが在籍している。多角的な視点

での支援ができる。
年代バランスを考慮して採用している。

室内、屋外遊び、調理、外出（資料館見学、工場見学、動物

園等）など、様々な活動をバランスよく組んでいる。

一人一人の利用児童が興味・関心を持てるように活動を組ん

でいる。

4教室（同じ会社の姉妹教室）の交流活動が充実している。
4教室（同じ会社の姉妹教室）の児童やスタッフの交流を大切

にしている。

十分な活動スペースが確保できていない。 条件を満たす物件の不足。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

新規スタッフが、なかなか集まらない。 アピール不足。

専門知識に強くない。 パート、アルバイトの研修機会が多くない。

令和８年　１月　２９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 未来サポート　きらり

○保護者評価実施期間
令和８年　１月　２９日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


